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は
じ
め
に

公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
（
以
下
、
研
究
所
と
す
る
）
は
二
〇
二
二
年
（
令
和
四
年
）
四
月
九
日
に
創
立
九
〇
周
年
を
迎

え
た
。
設
立
当
初
か
ら
研
究
所
に
は
附
属
施
設
と
し
て
図
書
館
（
以
下
、
附
属
図
書
館
と
す
る
）
が
設
置
さ
れ
、
精
神
文
化
に
関
す
る
国

内
外
の
資
料
を
収
集
し
、
精
神
文
化
に
つ
い
て
の
学
究
活
動
に
供
さ
れ
て
き
た
。

一
方
で
、
設
立
当
初
よ
り
附
属
図
書
館
は
地
域
の
人
々
に
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
吉
田
町
出
身
の
滝

嶋
芳
夫
氏
の
著
書
の
記
述
「
我
ら
六
年
生
は
、
こ
の
秋
、
太
尾
の
山
の
上
に
完
成
し
た
図
書
館
を
見
学
し
た（
１
）」
な
ど
か
ら
わ
か
る
。
ま
た
、

研
究
所
が
入
居
す
る
「
横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
」
が
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）
に
市
民
利
用
施
設
に
な
っ
て
か
ら
七
年
後
の
一
九
八

八
年
（
昭
和
六
三
年
）
か
ら
は
、
附
属
図
書
館
は
広
く
一
般
市
民
に
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
九
〇
年
の
歴
史
を
持
つ
公
益
財
団
法
人
の
研
究
所
の
附
属
施
設
で
あ
り
な
が
ら
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
が
深
い
「
私
立

の
公
共
図
書
館
」
で
あ
る
図
書
館
が
、
今
後
も
そ
の
存
在
意
義
を
充
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
何
に
取
り
組
め
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
た

め
に
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
附
属
図
書
館
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
本
稿
を
ま
と
め
て
み
た
。

一
　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
附
属
図
書
館
概
要

（
一
）
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
に
つ
い
て

研
究
所
は
「
東
西
両
洋
に
お
け
る
精
神
文
化
及
び
地
域
に
お
け
る
歴
史
・
文
化
に
関
す
る
科
学
的
研
究
及
び
普
及
活
動
を
行
い
、
国
民
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の
知
性
及
び
道
義
の
高
揚
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
心
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現
に
資
し
、
も
っ
て
日
本
文
化
の
振
興
及
び
世
界
の
文
化
の

進
展
に
寄
与
す
る（
２
）」
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
大
倉
山
二
丁
目
に
所
在
す
る
研
究
施
設
で
あ
る
。
研
究
所
は
こ
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
主
に
以
下
の
よ
う
な
公
益
目
的
事
業
を
行
っ
て
い（
３
）る。

①　

精
神
文
化
に
関
す
る
研
究
及
び
そ
の
研
究
成
果
の
公
開
に
関
す
る
事
業

②　

地
域
に
お
け
る
歴
史
・
文
化
の
研
究
及
び
そ
の
普
及
に
関
す
る
事
業

③　

附
属
図
書
館
の
一
般
公
開
に
関
す
る
事
業

研
究
所
は
上
記
の
公
益
目
的
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
研
究
部
と
図
書
館
運
営
部
の
二
つ
の
組
織
を
設
置
し
て
い
る
。
研
究
部
は
主

に
公
益
目
的
事
業
の
①
、
②
を
行
い
、
図
書
館
運
営
部
は
公
益
目
的
事
業
の
③
を
行
っ
て
い
る
。
両
部
は
併
存
し
、
様
々
な
局
面
に
お
い

て
連
携
し
な
が
ら
公
益
目
的
事
業
を
遂
行
し
て
い
る
。

研
究
所
は
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
に
実
業
家
大
倉
邦
彦
（
一
八
八
二
年
～
一
九
七
一
年
、
以
下
、
大
倉
と
す
る
）
が
現
在
の
地

に
私
財
を
投
じ
て
設
立
し
た
も
の
で
あ（
４
）る。
大
倉
は
大
倉
洋
紙
店
（
現
、
新
生
紙
パ
ル
プ
商
事
株
式
会
社
）
の
社
長
と
し
て
事
業
を
大
き

く
発
展
さ
せ
た
が
、
真
の
経
済
活
動
と
は
単
な
る
利
益
追
求
で
は
な
く
、
個
人
の
成
長
の
上
に
会
社
の
発
展
が
あ
り
、
国
家
の
繁
栄
が
あ

る
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
教
育
の
重
要
性
を
説
き
、
東
京
の
目
黒
に
富
士
見
幼
稚
園
、
郷
里
の
佐
賀
県
に
農
村
工
芸
学
院
な
ど
を
開

設
し
た
。
こ
の
考
え
方
を
よ
り
深
め
、
さ
ら
に
広
く
普
及
す
る
た
め
、
横
浜
市
に
研
究
所
を
設
立
し（
５
）た。

（
二
）
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
附
属
図
書
館
設
立
の
経
緯

当
初
、
大
倉
は
一
人
一
人
が
心
に
つ
い
て
学
び
、
自
分
の
心
と
向
き
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
皆
が
自
由
に
心
に
つ
い
て
学

べ
る
環
境
を
作
る
た
め
に
、
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
に
図
書
館
と
そ
れ
に
附
属
す
る
研
究
所
の
建
設
を
構
想
し（
６
）た。
ま
た
、
大
倉
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は
教
育
が
社
会
の
役
に
立
っ
て
い
な
い
状
況
を
憂
い
、
指
導
者
を
育
て
る
こ
と
も
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い（
７
）た。

し
か
し
な
が
ら
、
図
書
館
建
設
の
準
備
を
進
め
る
う
ち
に
、
本
を
読
ん
で
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
は
世
の
中
は
変
わ
ら
ず
、
変
え
る
た

め
に
は
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
す
る
場
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）、
図
書
館
の
位
置
付
け
、

役
割
を
変
更
し
て
、
日
本
の
文
化
を
高
め
、
世
界
の
文
化
に
貢
献
す
る
研
究
所
の
設
立
を
目
指
す
こ
と
に（
８
）し、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）

に
研
究
所
が
設
立
さ
れ
、
附
属
図
書
館
は
、
研
究
所
の
本
館
内
に
設
け
ら
れ
た
附
属
施
設
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

以
上
（
一
）（
二
）
の
記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
附
属
図
書
館
は
、
大
倉
の
社
会
貢
献
事
業
の
崇
高
な
理
念
を
実
践
し
、
社
会
を
よ

り
よ
く
す
る
た
め
に
、
心
の
修
養
や
研
究
、
教
育
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
施
設
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
に
お
い
て
も
そ
の
精
神
は
受

け
継
が
れ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
大
倉
の
精
神
が
受
け
継
が
れ
て
附
属
図
書
館
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
研
究
所
の
二
〇
二
二

年
度
の
事
業
計
画
に
お
い
て
「
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
創
立
九
〇
周
年
を
記
念
す
る
と
同
時
に
、「
世
の
為
に
田
を
耕
す
」
と
い
う
創
立

者
大
倉
邦
彦
の
理
念
を
踏
ま
え
て
、
来
る
一
〇
〇
周
年
を
展
望
し
た
事
業
計
画
と
し
て
仕
上
げ
て
い
ま
す
。（
中
略
）
令
和
四
年
度
は
、

研
究
所
創
立
九
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
創
立
者
大
倉
邦
彦
の
理
念
や
当
財
団
の
歩
み
に
つ
い
て
の
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
に
取
り
組

み
（
後
略（
９
））」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

（
三
）
附
属
図
書
館
の
概
要

①
施
設
、
蔵
書

研
究
所
が
所
在
す
る
横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
（
以
下
、
大
倉
山
記
念
館
と
す
る
）
は
、
元
々
、
大
倉
が
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
に

研
究
所
の
本
館
と
し
て
建
築
し
た
建
物
で
、
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）
に
横
浜
市
が
研
究
所
か
ら
寄
贈
を
受
け
、
一
九
八
四
年
（
昭

和
五
九
年
）
一
〇
月
に
市
民
利
用
施
設
と
し
て
開
館
し
た
も
の
で
あ
（
（1
（る
。
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附
属
図
書
館
は
、
前
述
し
た
と
お
り
研
究
所
の
附
属
施
設
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
蔵
書
収
集
は
、
各
分
野
の
専
門
家
に
依
頼

し
て
集
書
リ
ス
ト
を
作
成
（
（1
（し
、
そ
の
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
、
大
倉
と
大
倉
の
秘
書
の
原
田
三
千
夫
が
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
）
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
図
書
館
等
の
視
察
旅
行
に
行
き
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
等
で
直
接
買
い
付
け
た
八
六
〇
〇
冊
の
洋
書
の
収
集

に
始
ま
（
（1
（る
。

そ
の
後
、
イ
ン
ド
の
詩
聖
で
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
者
の
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
が
来
日
（
一
九
二
九
年　

昭
和
四
年
）
の

際
、
大
倉
の
邸
宅
に
滞
在
し
た
礼
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
図
書
な
ど
も
蔵
書
に
加
わ
（
（1
（り
、
現
在
で
は
哲
学
・
宗
教
・
歴
史
な
ど
の
入
門
書
か

ら
専
門
図
書
ま
で
約
一
一
万
冊
を
所
蔵
し
て
い
（
（1
（る
。
蔵
書
の
中
に
は
、
前
述
し
た
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
の
寄
贈
図
書
を
は
じ

め
と
し
た
貴
重
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約
二
三
種
四
万
冊
が
あ
る
。
こ
の
他
に
研
究
所
沿
革
史
資
料
（
注
4
三
行
目
参
照
）
が
約
一
〇
万
点
あ
（
（1
（る
。

附
属
図
書
館
は
、
精
神
文
化
に
関
す
る
専
門
的
資
料
、
特
に
神
道
・
儒
教
・
仏
教
及
び
歴
史
の
専
門
的
資
料
に
重
点
を
置
い
た
収
集
を

行
う
と
共
に
、
入
門
書
・
教
養
書
等
も
幅
広
く
収
集
・
整
備
す
る
こ
と
を
方
針
と
し
て
い
（
（1
（る
。
二
〇
二
一
年
度
（
令
和
三
年
度
）
の
資
料

の
受
入
総
数
は
一
〇
〇
一
冊
、
図
書
費
は
一
、
三
九
七
、
八
〇
九
円
で
あ
（
（1
（る
。

附
属
図
書
館
は
大
倉
山
記
念
館
の
二
階
東
翼
に
五
層
式
の
書
庫
を
持
ち
、
そ
の
前
室
を
第
一
閲
覧
室
と
し
、
三
階
東
翼
に
第
二
閲
覧
室

を
開
設
し
て
い
る
。
原
則
と
し
て
、
毎
週
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
週
五
日
間
、
午
前
九
時
三
〇
分
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で
無
料
で

公
開
さ
れ
て
い
る
（
他
に
臨
時
開
館
や
臨
時
閉
館
あ
り
）。

②
附
属
図
書
館
の
利
用
状
況

二
〇
二
一
年
度
（
令
和
三
年
度
）
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
（
（1
（る
。

・
入
館
者
数　

四
、
六
二
二
人

・
図
書
貸
出
冊
数　

五
、
八
七
〇
冊
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・
閉
架
図
書
閲
覧
冊
数　

一
七
〇
冊

・
蔵
書
検
索
ア
ク
セ
ス
数　

一
、
四
三
〇
、
五
四
二
件

・
図
書
館
貸
出
カ
ー
ド
登
録
者
数　

二
三
六
人
（
累
計
二
、
一
五
七
人
）

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
件
数　

二
五
件

二
　
附
属
図
書
館
の
機
能
・
特
色

附
属
図
書
館
は
専
門
図
書
館
、
公
共
図
書
館
の
両
方
の
機
能
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
機
能
、
特
色
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

（
一
）
専
門
図
書
館
と
し
て
の
機
能

専
門
図
書
館
の
定
義
は
諸
説
あ
る
が
、『
課
題
解
決
の
た
め
の
専
門
図
書
館
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
（1
（

』
で
は
「
専
門
図
書
館
と
は
、
一
般
的
に
は
、

あ
る
特
定
的
な
テ
ー
マ
の
情
報
を
収
集
・
蓄
積
・
保
存
し
提
供
し
て
い
る
図
書
館
を
指
し
ま
す
。」
と
定
義
し
た
上
で
、
専
門
図
書
館
の

特
徴
に
つ
い
て
以
下
の
五
点
を
挙
げ
て
い
る
。

①　

特
定
の
テ
ー
マ
を
持
っ
て
い
る

②　

設
置
母
体
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

③　

収
集
資
料
が
多
様
か
つ
貴
重
で
あ
る

④　

主
題
専
門
図
書
館
員
（
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
）
が
存
在
す
る

⑤　

独
自
の
資
料
保
存
整
理
法
を
も
っ
て
い
る
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附
属
図
書
館
は
一
─
（
一
）
に
て
記
述
し
た
よ
う
に
、
東
西
両
洋
に
お
け
る
精
神
文
化
の
研
究
を
行
い
、
日
本
文
化
の
振
興
及
び
世
界

の
文
化
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
図
書
館
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
「
①
特
定
の
テ
ー
マ
」
の
資
料
を
収
集
・
蓄
積
・

保
存
し
提
供
し
て
い
る
。
和
洋
精
神
文
化
の
融
合
を
追
求
す
る
た
め
に
収
集
さ
れ
た
神
道
、
仏
教
、
儒
教
関
連
の
古
書
や
一
六
世
紀
の
洋

書
を
含
む
専
門
資
料
は
全
国
的
に
も
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
て
、
専
門
図
書
館
の
特
徴
で
あ
る
「
③
収
集
資
料
が
多
様
か
つ
貴
重
で
あ

る
」
に
あ
て
は
ま
る
。
研
究
所
の
附
属
施
設
で
あ
り
、「
②
設
置
母
体
」
が
地
方
公
共
団
体
で
は
な
く
公
益
財
団
法
人
の
研
究
所
で
あ
る

こ
と
も
、
専
門
図
書
館
の
特
徴
に
あ
て
は
ま
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
附
属
図
書
館
は
全
国
で
も
珍
し
い
精
神
文
化
の
専
門
図
書
館
で
あ

る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ち
な
み
に
専
門
図
書
館
協
議
会
に
も
加
盟
し
て
い
（
（2
（る
。

（
二
）
公
共
図
書
館
と
し
て
の
機
能

図
書
館
法
第
二
条
に
お
い
て
図
書
館
は
「
図
書
、
記
録
そ
の
他
必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
整
理
し
、
保
存
し
て
、
一
般
公
衆
の
利
用
に

供
し
、
そ
の
教
養
、
調
査
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
で
、
地
方
公
共
団
体
、
日
本
赤
十
字
社
又

は
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
が
設
置
す
る
も
の
（
学
校
に
附
属
す
る
図
書
館
又
は
図
書
室
を
除
く
。）
を
い
う
。」
と
あ
り
、

「
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
し
、
そ
の
教
養
、
調
査
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
図
書
館
は
公
共
図
書

館
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
（
（2
（る
。

ま
た
、
同
法
第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
は
、「
地
方
公
共
団
体
の
設
置
す
る
図
書
館
を
公
立
図
書
館
と
い
い
、
日
本
赤
十
字
社
又
は
一

般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
の
設
置
す
る
図
書
館
を
私
立
図
書
館
と
い
う
。」
と
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
年
）
に
公

益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
（
通
称
公
益
法
人
認
定
法
）」
が
定
め
ら
れ
、
一
般
社
団
法
人
、
一
般
財
団

法
人
の
う
ち
、
公
益
目
的
事
業
を
行
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
法
人
は
、
行
政
庁
に
申
請
を
行
い
、
公
益
社
団
法
人
・
公
益
財
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団
法
人
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
同
法
第
四
条
）。
こ
れ
に
よ
り
、「
図
書
館
法
第
二
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る

「
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
」
は
、
公
益
社
団
法
人
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人
も
含
め
た
も
の
を
い
う
。」（
文
部
科
学
省

の
解
（
（2
（説
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
以
上
の
こ
と
か
ら
附
属
図
書
館
は
私
立
の
公
共
図
書
館
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

一
─
（
三
）
─
①
に
お
い
て
研
究
所
が
所
在
す
る
大
倉
山
記
念
館
は
、
元
々
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
に
研
究
所
の
本
館
と
し
て

建
築
し
た
も
の
で
、
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）
に
横
浜
市
が
研
究
所
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
よ
っ
て
現

在
、
研
究
所
及
び
附
属
図
書
館
は
大
倉
山
記
念
館
の
場
所
を
借
用
し
て
い
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
附
属
図
書
館
は
設
立
時
か
ら
「
一
般
研

究
者
に
開
放
」（
注
8
「
私
の
使
命
事
業
（
皇
紀
二
五
八
九
年
・
昭
和
四
年
度
版
）」
の
「
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
付
属
図
書
館
」
の
項
）

さ
れ
て
い
た
が
、
寄
贈
時
の
横
浜
市
と
の
契
約
に
お
い
て
、「
蔵
書
を
広
く
市
民
に
公
開
す
る
」
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
記
念
館
の
一
部

を
借
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
（
（2
（る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
附
属
図
書
館
は
公
共
図
書
館
の
機
能
を
負
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
三
）
附
属
所
図
書
館
の
特
色

一
─
（
一
）
の
項
で
、
研
究
所
に
は
、
研
究
部
と
図
書
館
運
営
部
の
二
つ
の
組
織
が
併
存
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
が
、
こ
の
研
究
部
と

密
接
な
連
携
を
と
っ
て
運
営
を
し
て
い
る
こ
と
が
、
附
属
図
書
館
の
特
色
で
あ
る
。

二
〇
二
一
年
度
、
研
究
部
は
教
育
、
福
祉
活
動
に
尽
力
し
た
近
代
日
本
の
実
業
家
の
功
績
と
そ
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
の
研
究
を
進

め
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
研
究
所
主
催
の
「
大
倉
山
講
演
会
」
で
公
開
し
て
い
る
。
附
属
図
書
館
は
、
こ
の
講
演
会
に
合
わ
せ
て
、
講
演

会
の
広
報
及
び
講
演
会
参
加
者
の
内
容
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
関
連
図
書
の
展
示
を
行
っ
て
い
て
、
二
〇
二
二
年
度
も
講
演
会

と
連
動
し
た
展
示
は
実
施
さ
れ
て
い
（
（2
（る
。
こ
う
し
た
研
究
部
と
の
連
携
は
、
講
演
会
参
加
者
へ
の
情
報
提
供
と
同
時
に
、
附
属
図
書
館
の

利
用
促
進
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
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三
　
附
属
図
書
館
の
課
題

次
に
附
属
図
書
館
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
専
門
図
書
館
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
大
倉
と
交
流
の
あ
っ
た
著
名
人
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
蔵
書
や
昭
和
初
期
に
研
究
所
か
ら
東
京

帝
国
大
学
史
料
編
纂
所
に
出
向
い
て
書
き
写
し
た
「
古
文
書
古
記
録
影
写
副
本
」、
江
戸
時
代
の
譜
代
大
名
榊
原
家
が
集
め
た
「
大
名
榊

原
家
文
庫
」
な
ど
の
資
料
が
多
く
の
研
究
者
の
閲
覧
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
（
（2
（ら
、
専
門
図
書
館
と
し
て
の
機
能
は
果
た
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
理
解
で
き
る
。
ま
た
研
究
所
の
二
〇
二
二
年
度
事
業
計
画
に
お
い
て
も
「
専
門
図
書
館
と
し
て
の
資
料
管
理
と
機
能
の
充
実
」
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
書
誌
デ
ー
タ
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
公
開
、
閉
架
書
庫
内
資
料
の
簡
易
デ
ー
タ
の
詳
細
化
、
貴
重
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
撮
影
、
資
料
の
保
全
（
貴
重
資
料
を
健
全
な
状
態
で
保
存
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
）
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
貴
重
資
料
の
画
像
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
）
の
公
開
を
開
始
し
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
充
実
」
を
進
め
て
い
く
計
画
で

あ
（
（2
（る
。

こ
れ
に
対
し
て
公
共
図
書
館
と
し
て
の
機
能
は
専
門
図
書
館
の
機
能
に
比
較
す
る
と
見
劣
り
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
研
究
所
の
二

〇
二
二
年
度
計
画
で
は
、
以
下
の
取
組
み
が
予
定
さ
れ
て
い
（
（2
（る
。

① 

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
（
研
究
員
と
連
携
し
て
利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
（
蔵
書
検
索
、
資
料
の
予
約
・
複
写
申
込
な
ど
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
）

② 

利
用
促
進
の
た
め
の
広
報
活
動
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・
図
書
館
利
用
案
内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
改
訂

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
（
新
着
図
書
紹
介
・
催
し
物
案
内
、
利
用
に
関
す
る
お
知
ら
せ
、
お
す
す
め
本
等
の
情
報
発
信
等
）

・
所
蔵
資
料
の
紹
介
展
示
（
貴
重
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
等
の
展
示
を
行
い
、
閲
覧
利
用
や
貸
出
に
つ
な
げ
る
）

�

・�
イ
ベ
ン
ト
（
大
倉
山
秋
の
芸
術
祭
）
へ
の
参
加
（「
製
本
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
図
書
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
）

こ
れ
ら
の
計
画
か
ら
、
公
共
図
書
館
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
児
童
、
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
世
代
の

附
属
図
書
館
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、
大
倉
の
没
後
五
〇
年
（
二
〇
二
一

年
七
月
）
を
記
念
し
、
子
ど
も
た
ち
が
精
神
文
化
（
心
）
に
つ
い
て
学
べ
る

場
と
し
て
「
や
さ
し
く
読
め
る
心
の
本
コ
ー
ナ
ー
」
を
二
〇
二
一
年
七
月
に

開
設
し
て
い
（
（2
（る
。
こ
れ
も
公
共
図
書
館
と
し
て
の
機
能
を
意
識
し
た
取
り
組

み
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
公
共
図
書
館
と
し
て
は
規
模
が
小
さ
く
、
近
隣
の
横
浜

市
港
北
図
書
館
と
比
較
す
る
と
（
表
１
参
照
）、
蔵
書
数
は
遜
色
な
い
も
の
の
、

利
用
実
績
（
貸
出
冊
数
、
入
館
者
数
）、
延
床
面
積
の
差
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

入
居
す
る
大
倉
山
記
念
館
が
横
浜
市
の
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
（
（2
（ら
、
増
築
や
改
築
も
出
来
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
り
、
物
理
的
な

図
書
館
の
拡
大
は
難
し
い
。
ま
た
、
急
坂
の
丘
の
上
に
あ
る
立
地
で
あ
る
た
め
、

高
齢
者
や
乳
幼
児
を
連
れ
て
の
来
館
は
厳
し
く
、
開
館
日
時
の
少
な
さ
も
、

（表 １ ）附属図書館と横浜市港北図書館の比較（2021年）

附属図書館（a）横浜市港北図書館（b）（b）÷（a）
貸出冊数 ５,８７０冊 ７０９,６３９冊 120.9
入館者数 ４,６２２人 ４５９,６４９人 118.9
延床面積 867,20㎡ 2,372.05㎡ 2.7
蔵書数 １０７,０５４冊 １５０,１２３冊   1  .4
年間受入冊数 １,００１冊 ８,０１０冊   8  .0
※出典
・�附属図書館は、注14の 9 頁による。但し、延床面積は「行政財

産目的外使用許可書」（2017年３月横浜市長より研究所宛）の記
載数値より算出。蔵書冊数は図書、AV資料の総数。

・�横浜市港北図書館は、「横浜市の図書館2022（横浜市立図書館年
報）」（https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/
library/unei/Annual-report/nenpou2022.files/0070_20220810.
pdf　2022年12月1日最終閲覧）による。蔵書数、年間受入冊数は、
個人貸出用の図書資料のみ。
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利
用
者
が
少
な
い
要
因
と
し
て
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
蔵
書
貸
出
シ
ス
テ
ム
に
利
用
者
の
ペ
ー
ジ
が
な
い
た
め
、
何
冊
の
本
を
借
り
て
い

る
か
の
確
認
や
貸
出
延
長
手
続
き
が
利
用
者
の
ペ
ー
ジ
か
ら
出
来
な
い
（
貸
出
延
長
は
メ
ー
ル
で
申
請
可
能
）
と
い
っ
た
利
用
上
の
不
便

さ
も
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
附
属
図
書
館
の
課
題
は
、
二
─
（
二
）
で
記
述
し
た
「
公
共
図
書
館
と
し
て
の
機
能
」
を
い
か
に
充
実
さ
せ
て
い

く
か
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

四
　
附
属
図
書
館
の
課
題
の
解
決
策

（
一
）
課
題
の
解
決
策
に
お
い
て
考
え
る
要
素

で
は
、
附
属
図
書
館
の
公
共
図
書
館
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
解
決
策
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
「
課
題
解
決
型
図
書
館
」

機
能
の
充
実
で
あ
る
と
考
え
る
。

課
題
解
決
型
図
書
館
と
は
図
書
館
が
図
書
館
の
資
料
、
情
報
そ
し
て
司
書
の
ス
キ
ル
を
使
っ
て
、
地
域
及
び
地
域
住
民
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
を
支
援
す
る
機
能
で
あ
る
。

二
〇
〇
三
年
（
平
成
一
五
年
）
の
内
閣
府
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て
、
二
一
世
紀
型
経
済
・
社
会
制
度
を
確
立
す
る
一
環
と
し
て
、

地
域
・
地
方
の
自
立
を
目
指
す
方
針
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
年
に
内
閣
に
「
地
域
再
生
本
部
」
が
設
置
さ
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と

地
域
雇
用
の
創
造
を
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
各
種
政
策
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
「
図
書

館
を
ハ
ブ
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
が
文
部
科
学
省
に
対
し
て
地
域
、
地
方
の
自
立
を
目
指
す
際
に
図
書
館

が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
提
言
を
行
い
、
そ
の
中
で
「
課
題
解
決
型
図
書
館
」
の
必
要
性
が
報
告
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（3
（

。
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こ
の
報
告
の
中
で
は
、

あ
ら
た
め
て
公
立
図
書
館
の
役
割
を
と
ら
え
直
し
て
み
る
と
、
自
立
し
た
個
人
の
育
成
と
公
共
心
（
国
や
社
会
の
問
題
を
自
分
自
身

の
問
題
と
し
て
考
え
、
国
家
・
社
会
の
形
成
に
主
体
的
・
積
極
的
に
行
動
す
る
と
い
う
意
識
）
を
共
有
す
る
市
民
社
会
を
効
率
的
・

効
果
的
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、
そ
の
役
割
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域
の
自
立
を
促
す
二
一
世

紀
型
社
会
に
あ
っ
て
、「
知
」
を
循
環
さ
せ
る
拠
点
と
し
て
、
多
種
多
様
な
資
料
や
情
報
が
集
積
す
る
公
立
図
書
館
を
〝
ハ
ブ
〟
と

し
た
地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
が
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
る
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
公
共
図
書
館
と
し
て
の
公
立
図
書
館
の
役
割
が
謳
わ
れ
て
い
る（

（3
（

。
つ
ま
り
、
地
域
が
自
立
す
る
に
は
、
多
様
な
地

域
の
課
題
に
対
し
、
住
民
自
ら
が
関
わ
り
そ
の
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
多
種
多
様
な
資
料
や
情
報

が
集
積
す
る
公
共
図
書
館
の
存
在
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
想
定
さ
れ
る
地
域
課
題
と
し
て
、
以
下
の
項
目
を
取
り
上
げ
て

い
る（

（3
（

。

〈
地
域
課
題
の
解
決
支
援
〉

①　

ビ
ジ
ネ
ス
支
援

②　

行
政
情
報
提
供

〈
個
人
の
自
立
化
支
援
〉

③　

医
療
関
連
情
報
提
供

④　

法
務
関
連
情
報
提
供

〈
地
域
の
教
育
力
向
上
支
援
〉

⑤　

学
校
教
育
支
援
（
子
育
て
支
援
含
む
）
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⑥　

地
域
情
報
提
供
・
地
域
文
化
発
信

私
は
公
共
図
書
館
と
し
て
の
附
属
図
書
館
の
役
割
を
考
え
た
と
き
、
上
記
の
地
域
課
題
の
う
ち
、
①
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
（
例
．
空
洞
化
す

る
駅
前
商
店
街
の
活
性
化
や
、
特
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
地
域
振
興
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
策（

（3
（

）、
⑤
学
校
教
育
支
援
（
総
合
学

習
等
の
時
間
に
お
い
て
、
自
分
の
住
む
地
域
に
関
す
る
調
査
を
行
う
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
適
切
な
資
料
・
情
報
を
提
供
す
る
こ
と（

（3
（

）、

⑥
地
域
情
報
提
供
・
地
域
文
化
発
信
（
例
．
失
わ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
地
域
固
有
の
風
習
、
祭
祀
、
方
言
等
に
関
す
る
情
報
を
、
博
物
館

や
郷
土
史
料
館
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
公
共
図
書
館
が
中
心
と
な
っ
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
、
体
系
的
に
整
理
保
存
す
る（

（3
（

）
に
つ

い
て
地
域
及
び
地
域
住
民
の
、
課
題
解
決
支
援
に
大
い
に
貢
献
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

（
二
）
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

次
に
附
属
図
書
館
が
課
題
解
決
型
図
書
館
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。
前
提
と
し
て
、
以
下
に
提
案
す
る
取
り
組

み
は
、
い
ず
れ
も
研
究
所
及
び
附
属
図
書
館
が
現
在
も
行
っ
て
い
る
事
業
（
情
報
発
信
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
を
再
評
価
し

て
、
そ
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る
も
の
と
理
解
頂
き
た
い
。

①　

ビ
ジ
ネ
ス
支
援

研
究
所
の
創
立
者
で
あ
る
大
倉
は
、
大
倉
洋
紙
店
の
社
長
と
し
て
、
社
業
の
発
展
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
企
業
活
動
の
主
体
で
あ
る

社
員
の
教
育
を
重
視
し
、
社
員
向
け
小
冊
子
を
い
く
つ
か
作
成
し
て
い
る
。
主
な
も
の
に
『
大
倉
洋
紙
店
綱
領（
（3
（

』、『
小
店
員
の
心
得（
（3
（

』、『
商

売
往
来（
（3
（

』
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
大
倉
の
企
業
理
念
、
行
動
規
範
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
倉
は
、
社
員
に
数
々
の
通
達
も
送
っ

て
い
て
、
こ
の
通
達
に
は
大
倉
が
考
え
る
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
・
心
構
え
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
附
属
図
書
館
で
公
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開
さ
れ
、
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
現
代
の
企
業
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
大
倉
の
仕
事
に
対
す
る
心
構
え
は

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
「Social（
社
会
）」「Governance

（
企
業
統
治
）」
の
あ
り
方
を
大
い
に
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
大
倉
の
功
績
を

活
か
し
て
、
社
員
教
育
、
企
業
の
社
会
貢
献
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

公
立
図
書
館
が
企
業
の
ビ
ジ
ネ
支
援
を
行
う
例
と
し
て
は
、
鳥
取
市
の
企
業
が
鳥
取
県
立
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
や
司
書

の
人
脈
を
活
か
し
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
ガ
ー
ド
（
建
物
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
取
付
け
て
、
災
害
や
盗
難
な
ど
に
よ
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
破
損
を
防
ぐ

補
強
器
具
。）
を
開
発
し
た
事
例
が
あ
る（
（4
（

。
ま
た
、
全
国
公
共
図
書
館
協
議
会
が
行
っ
た
調
査（
（4
（

で
は
、
回
答
の
あ
っ
た
都
道
府
県
立
、
市

町
村
立
図
書
館
一
、
三
四
二
館
の
う
ち
都
道
府
県
立
図
書
館
の
九
五
・
七
％
、
市
町
村
立
図
書
館
の
四
〇
・
九
％
が
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
の
課

題
解
決
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
主
な
も
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
提
供
、
特
別
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
、
資
料
リ
ス
ト
、
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
、
リ
ン
ク
集
の
提
供
、
関
係
機
関
の
利
用
案
内
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
の
提
供
で
あ
る
。

そ
の
内
、
資
料
リ
ス
ト
、
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
、
リ
ン
ク
集
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
就
職
・
転
職
、
企
業
情
報
、
市
場
・
業
界
情
報
、
農

業
・
林
業
・
漁
業
関
連
の
情
報
、
統
計
情
報
、
起
業
、
資
格
・
職
業
、
人
物
、
企
画
、
特
許
、
規
格
、
マ
ナ
ー
、
法
律
な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
て
情
報
提
供
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
事
業
の
推
進
に
関
す
る
支
援
が
主
で
あ
り
、
企
業
を
支
え
る
経
営
者
と
従
業
員
の
内
面
に

関
す
る
支
援
、
企
業
の
社
会
貢
献
に
関
す
る
支
援
を
行
う
図
書
館
は
少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
社
員
教
育
、
企

業
の
社
会
貢
献
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
研
究
所
及
び
附
属
図
書
館
は
大
倉
の
社
会
貢
献
事
業
の
理
念
そ
の
も
の
で
あ
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
「Social（
社
会
）」

に
つ
い
て
の
情
報
、
知
見
、
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る（
（4
（

。
こ
れ
ら
を
課
題
解
決
型
図
書
館
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る

の
で
あ
る
。
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②　

地
域
情
報
提
供
・
地
域
文
化
発
信

研
究
所
の
理
事
長
兼
図
書
館
長
兼
研
究
所
長
で
あ
る
平
井
誠
二
氏
と
図
書
館
運
営
部
長
兼
研
究
員
の
林
宏
美
氏
は
、
研
究
所
が
所
在
す

る
横
浜
市
港
北
区
（
以
下
、
港
北
区
と
記
す
）
を
自
ら
訪
ね
歩
き
、
港
北
区
の
歴
史
、
文
化
を
掘
り
起
こ
し
、
記
録
に
留
め
る
仕
事
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
研
究
所
の
定
款
に
定
め
る
公
益
目
的
事
業
の
「
地
域
に
お
け
る
歴
史
・
文
化
の
研
究
及
び
そ
の
普
及
に
関
す
る
事
業
」

に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
成
果
は
、
港
北
区
区
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
紙
『
楽
・
遊
・
学
（
ら
く
ゆ
う
が
く
）』
に
一

九
九
九
年
（
平
成
一
一
年
）
よ
り
足
掛
け
二
〇
年
間
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
、『
わ
が
ま
ち
港
北
１
～
３
』
と
し
て
も
出
版
さ
れ
て
い
る（
（4
（

。

そ
し
て
港
北
区
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
仕
事
は
今
も
行
わ
れ
て
い
る
。

吉
井
潤
氏
の
著
書（
（4
（

に
お
い
て
附
属
図
書
館
は
「
地
元
の
住
民
に
愛
さ
れ
る
「
文
学
・
哲
学
書
中
心
の
公
共
図
書
館
」
と
い
う
側
面
を
も

つ
地
域
に
密
着
し
た
専
門
図
書
館
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
専
門
書
や
地
域
に
関
わ
る
資
料
を
所
蔵
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
し
た

港
北
区
と
い
う
地
域
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
も
「
地
域
に
密
着
し
た
専
門
図
書
館
」
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

研
究
所
の
港
北
区
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
活
動
に
よ
っ
て
得
た
情
報
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
他
の
港
北
区
の
社
会
教
育
施
設
で
は
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
情
報
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
港
北
区
の
歴
史
、
文
化
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
こ
と
で
、
他
の
公
共
図
書
館
で
は
出
来
な
い
、
附
属
図
書
館
の
優
位
性
が
発
揮
で
き
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

③　

学
校
教
育
支
援

学
校
教
育
支
援
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
研
究
部
が
実
施
し
て
お
り
、
周
辺
小
学
校
の
地
域
学
習
と
し
て
の
大
倉
山
記
念
館
見
学
や
研
究

所
周
辺
に
所
在
す
る
大
倉
山
公
園
梅
林
、
鶴
見
川
に
関
す
る
学
習
へ
の
協
力
な
ど
の
実
績
が
あ
る（
（4
（

。
こ
れ
に
加
え
て
今
後
、
前
項
②
で
説

明
し
た
よ
う
に
、
港
北
区
の
歴
史
、
文
化
を
掘
り
起
こ
し
、
記
録
に
留
め
る
仕
事
を
進
め
る
中
で
収
集
し
た
資
料
を
附
属
図
書
館
で
公
開
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す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
地
域
社
会
に
対
す
る
誇
り
と
愛
情
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
養
う
」（
小
学
校
学
習
指
導
要
領（
（4
（

）
た

め
の
児
童
・
生
徒
へ
の
教
育
支
援
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
三　

附
属
図
書
館
の
課
題
」
に
お
い
て
記
述
し
た
が
、
附
属
図
書
館
は
、
児
童
、
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
世
代
の
利
用
を
促
進
す

る
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
が
精
神
文
化
（
心
）
に
つ
い
て
学
べ
る
「
や
さ
し
く
読
め
る
心
の
本
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
資

料
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
学
校
図
書
館
の
支
援
に
も
役
立
つ
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
附
属
図
書
館
の
現
状
と
課
題
を
述
べ
て
み
た
。
研
究
所
の
取
り
組
み
は
、
現
代
の
日
本
で
重
視
さ
れ
て
い
る
事
象
の
情
報
提
供

を
担
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
一
つ
は
、
大
倉
が
取
り
組
み
、
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
精
神
文
化
の
研
究
と
そ
の
成
果
の
公
開
事
業
が
社

会
貢
献
、
教
育
の
重
要
性
を
発
信
し
て
い
る
点
で
、
こ
れ
は
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
社
会
的
責
任
）、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
を
考
え
る
上
で
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
も
う
一
つ
は
、
地
域
（
横
浜
市
北
部
）
に
お
け
る
歴
史
・
文
化
の
研
究
及
び
そ
の
普
及
に
関
す
る
事
業
（
活

動
）
を
行
っ
て
い
る
点
で
、
地
域
の
振
興
、
生
涯
学
習
の
充
実
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

附
属
図
書
館
が
こ
れ
ら
の
情
報
、
資
料
を
収
集
、
所
蔵
、
公
開
す
る
こ
と
で
、
そ
の
存
在
意
義
を
発
揮
し
、
か
つ
研
究
部
と
連
携
し
て

情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
公
共
図
書
館
、
利
用
者
の
課
題
解
決
が
出
来
る
図
書
館
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
研
究
所
の
事
業
活
動
が
充
実
し
て
い
く
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
図
書
館
法
施
行
規
則
で
定
め
る
司
書
資
格
科
目
「
図
書
館
制
度
・
経
営
論
」
の
単
位
修
得
レ
ポ
ー
ト
を
加
筆
修
正
し
て
成
稿
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し
た
。
そ
の
作
成
に
あ
た
り
、
研
究
所
な
ら
び
に
附
属
図
書
館
そ
し
て
平
井
誠
二
理
事
長
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
謝

意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
）　

滝
嶋
芳
夫
『
お
や
じ
と
お
れ
た
ち
の
都
筑
・
新
田
・
村
小
学
校
』（
著
者
発
行
、
一
九
九
二
年
九
月
）
一
九
〇
頁
よ
り
。

（
２
）　

公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
定
款
第
三
条
に
よ
る
。

（
３
）　

公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
定
款
第
四
条
に
よ
る
。

（
４
）　

大
倉
『
神
奈
川
県
社
会
教
育
課
へ
提
出
調
書
（
写
）』（
研
究
所
沿
革
史
資
料
五
九
二
九　

一
九
三
九
年
一
〇
月
）
の
中
に
、「
四　

主
ナ
ル
寄
附
」

と
し
て
「
一
．
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
ニ
対
ス
ル
支
出
（
大
正
十
四
年
六
月
ヨ
リ
昭
和
十
四
年
九
月
迄
ノ
支
出
額
）
一
、
九
三
四
、
五
二
三
円
・

七
一
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
大
倉
が
研
究
所
に
寄
付
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」
と
は
、
研
究
所
が
所
蔵
す

る
、
大
倉
と
研
究
所
の
設
立
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
関
係
資
料
群
の
呼
称
で
あ
り
、
附
属
図
書
館
で
公
開
し
て
い
る
。

（
５
）　
「
公
益
財
団
法
人 

大
倉
精
神
文
化
研
究
所 

事
業
内
容
の
ご
紹
介
」（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
の
「
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
創
立
者
」
の
項
に
よ
る
。

（
６
）　

大
倉
の
図
書
館
と
そ
れ
に
附
属
す
る
研
究
所
の
建
設
の
構
想
は
、
大
倉
の
教
育
事
業
の
記
録
で
あ
る
「
精
神
運
動
書
翰
」（
研
究
所
沿
革
史
資
料
一

四
七
二　

一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
）
一
月
）
の
「
図
書
館
研
究
所
設
立
趣
意
草
稿
」
の
中
で
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
に
は
、「
宗
教
も
教

育
も
政
治
も
経
済
も
崇
高
な
る
大
義
明
分
の
精
神
を
喪
失
し
て
、
空
し
く
方
法
手
段
の
抹
消
に
蹐
跼
し
て
ゐ
る
有
様
で
あ
る
。
か
く
て
は
、
何
日

か
吾
人
の
望
む
国
家
の
理
想
が
実
現
出
来
や
う
か
。
こ
の
難
局
を
打
開
す
る
に
は
、
何
う
し
て
も
各
人
の
精
神
力
を
強
く
喚
起
し
て
、
其
上
に
近

代
文
化
を
建
設
す
る
の
外
は
な
い
と
信
ず
る
。
精
神
教
育
の
必
要
は
こ
ゝ
に
あ
る
。
自
分
は
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
先
づ
宗
教
・
哲
学
・

倫
理
・
心
理
・
教
育
方
面
の
特
色
あ
る
図
書
館
と
之
に
附
属
す
る
研
究
所
を
設
け
、
之
を
し
て
常
に
国
民
精
神
振
興
の
源
泉
た
ら
し
め
ん
事
を
期

す
。」
と
あ
り
、
皆
が
心
に
つ
い
て
学
べ
る
環
境
を
作
る
こ
と
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
な
お
、「
精
神
運
動
書
翰
」
は
『
大
倉
山
論
集
』
第

六
十
八
輯
（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
二
〇
二
二
年
三
月
）
の
中
に
お
い
て
「
翻
刻 
研
究
所
沿
革
史
資
料
「
精
神
運
動
書
翰
」（
大
倉
先
生
教
育

事
業
の
記
録
）」
と
し
て
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
翻
刻
を
使
用
し
た
。
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（
７
）　

大
倉
が
研
究
所
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
指
導
者
を
育
て
る
こ
と
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
前
掲
注
6
「
精
神
運
動
書
翰
」

の
「
研
究
所
図
書
館
設
立
之
趣
旨
略
記
」
の
「
一
．
内
面
的
に
は
教
育
・
宗
教
等
、
精
神
界
に
一
身
を
捧
げ
ん
と
す
る
学
究
者
の
研
究
に
資
す
る
事
。

併
し
、
学
究
者
を
し
て
概
念
の
遊
戯
に
終
わ
ら
し
め
な
い
た
め
に
、
言
行
共
に
国
民
に
範
を
垂
れ
ん
と
す
る
真
の
教
育
家
・
真
の
宗
教
家
を
出
す
事
。

深
遠
な
る
哲
理
に
基
い
て
日
本
国
民
文
化
の
維
持
発
展
に
貢
献
せ
ん
と
す
る
、
真
摯
な
る
精
神
活
動
家
を
出
す
事
。」（『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
、

二
八
八
頁
）
と
の
記
述
か
ら
わ
か
る
。

（
８
）　

大
倉
は
「
私
の
使
命
事
業
（
皇
紀
二
五
八
九
年
・
昭
和
四
年
度
版
）」（
研
究
所
沿
革
史
資
料
二
〇
七　

一
九
二
九
年
一
〇
月
）
に
お
い
て
「
設
立

の
趣
意
」
を
著
し
、
研
究
所
設
立
の
動
機
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
不
肖
の
最
も
強
く
提
唱
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
健
全
な
る
国
家
観
の
確

立
な
り
。
即
ち
弘
く
世
界
史
を
貫
く
人
類
文
化
の
普
遍
的
意
義
に
通
曉
す
る
と
共
に
、
深
く
我
国
を
指
導
す
べ
き
精
神
文
化
の
本
質
的
価
値
を
精

究
し
、
正
し
き
信
念
に
基
く
国
家
観
を
確
立
す
る
こ
と
は
又
本
研
究
所
設
立
の
動
機
な
り
。
希
う
所
は
理
論
と
現
実
の
合
致
、
法
と
人
と
の
一
如
、

而
し
て
特
に
国
家
に
即
し
て
人
類
文
化
の
世
界
的
意
義
の
発
揮
、
而
も
之
れ
を
貫
く
に
真
の
創
造
的
研
究
に
基
く
理
論
と
規
範
と
の
確
立
な
り
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
初
の
「
図
書
館
と
そ
れ
に
附
属
す
る
研
究
所
」
か
ら
世
界
の
文
化
に
貢
献
す
る
「
研
究
所
」
へ
と
研
究
所

の
位
置
づ
け
が
変
化
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
９
）　
「
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所　

令
和
四
年
度
事
業
計
画
」
一
頁
に
よ
る
。
同
計
画
は
、（https://w

w
w

.okuraken.or.jp/about/ite
m

/7b0f7ab1d7bf21a617b8655a6d5657d7cb2c9fe6.pdf

、
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
六
日
最
終
閲
覧
）
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　
「
横
浜
市
大
倉
山
記
念
館　

建
物
の
ご
紹
介
」（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
の
「
建
物
の
概
要
」
及
び
「
建
物
贈
与
契
約
書
」（
研
究
所
沿
革
史
資
料
八
二
二

〇
─
二
〇　

一
九
八
一
年
三
月
）
に
よ
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
八
一
年
三
月
の
贈
与
契
約
時
点
で
は
、
富
嶽
荘
（
契
約
書
で
は
「
寮
」
と
記
載
）

以
下
の
附
属
施
設
も
併
せ
て
研
究
所
か
ら
横
浜
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
が
、
附
属
施
設
は
全
て
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
現
存
し
て
い
な
い
。

（
11
）　

前
掲
注
6
「
精
神
運
動
書
翰
」
の
図
書
館
図
書
選
択
の
記
述
（『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
、
二
八
四
頁
）
に
よ
る
。

（
12
）　

平
井
誠
二
『
わ
が
ま
ち
港
北
』（『
わ
が
ま
ち
港
北
』
出
版
グ
ル
ー
プ
、
二
〇
〇
九
年
七
月
）
六
二
頁
よ
り
。

（
13
）　

平
井
誠
二
「
図
書
館
の
貴
重
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」（『
大
倉
山
論
集
』
六
十
一
輯
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
三
四
九
頁
に
よ
る
。

（
14
）　
「
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所 

令
和
三
年
度
事
業
報
告
」
八
頁
に
よ
る
。（https://w

w
w

.okuraken.or.jp/about/item
/47fec582b
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e2ab346332076721967f1d552ad7fb9.pdf

、
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
七
日
最
終
閲
覧
）

（
15
）　

前
掲
注
9
「
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所 

令
和
四
年
度
事
業
計
画
」
七
頁
よ
り
。

（
16
）　

前
掲
注
14
「
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所 

令
和
三
年
度
事
業
報
告
」
九
頁
よ
り
。

（
17
）　

前
掲
注
14
「
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所 

令
和
三
年
度
事
業
報
告
」
九
頁
の
表
─
８
「
図
書
受
入
実
績
」
及
び
「
公
益
財
団
法
人
大
倉

精
神
文
化
研
究
所 
財
務
諸
表
の
注
記 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
の
二
頁
の
「
２
．
基
本
財
産
及
び
特
定
資
産
の

増
減
額
及
び
そ
の
残
高
」
の
「
図
書
」
に
よ
る
。（https://w

w
w

.okuraken.or.jp/about/item
/a1e23117ad4ef388c2c46b4751b97bfebb

41c278.pdf

、
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
七
日
最
終
閲
覧
）

（
18
）　

前
掲
注
14
「
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所 

令
和
三
年
度
事
業
報
告
」
九
頁
の
表
─
７
「
図
書
館
利
用
の
実
績
」
よ
り
。

（
19
）　

専
門
図
書
館
協
議
会
私
立
図
書
館
小
委
員
会
編
『
課
題
解
決
の
た
め
の
専
門
図
書
館
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
読
書
工
房
、
二
〇
二
〇
年
八
月
）。

（
20
）　
『
専
門
情
報
機
関
総
覧
二
〇
一
八
』（
専
門
図
書
館
協
議
会
、
二
〇
一
八
年
二
月
）
の
中
に
、
専
門
図
書
館
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
と
の
記
述
が

あ
る
。
な
お
、
二
〇
一
九
〜
二
〇
二
一
年
度
は
退
会
し
て
お
り
、
二
〇
二
二
年
度
よ
り
再
入
会
し
て
い
る
。

（
21
）　

日
本
図
書
館
情
報
学
会
用
語
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
図
書
館
情
報
学
用
語
辞
典
第
５
版
』（
丸
善
出
版
、
二
〇
二
〇
年
八
月
）
の
「
公
共
図
書
館
」（
六

六
頁
）
に
よ
る
。

（
22
）　

文
部
科
学
省
「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
在
り
方
検
討
協
力
者
会
議
（
第
３
回
）
配
付
資
料
」（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
）
の
「
資
料
２
．
私
立
図
書
館

に
つ
い
て
」（https://w

w
w

.m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/chousa/shougai/019/shiryo/attach/1287100.htm

、
二
〇
二
二
年
一
一
月
二

八
日
最
終
閲
覧
）
の
記
述
に
よ
る
。

（
23
）　
「
覚
書
」（
研
究
所
沿
革
史
資
料
一
六
四
五
─
一
八
）
及
び
平
井
誠
二
「
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
附
属
図
書
館
の
コ
ロ
ナ
禍
対
策
」『
専
門
図
書
館
Ｎ
Ｏ
．

三
〇
一
・
三
〇
二
合
併
号
』（
専
門
図
書
館
協
議
会
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
）
の
記
述
に
よ
る
。

（
24
）　

前
掲
注
14
「
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所 

令
和
三
年
度
事
業
報
告
」
一
二
頁
、
前
掲
注
9
「
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所　

令
和
四
年
度
事
業
計
画
」
九
頁
の
記
述
に
よ
る
。

（
25
）　

前
掲
注
13
「
図
書
館
の
貴
重
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
三
四
三
頁
の
記
述
「
貴
重
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
全
二
三
種
類
に
及
び
、「
古
文
書
古
記
録
影
写
副
本
」
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年
三
月
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の
よ
う
に
、『
国
書
総
目
録
』
等
に
掲
載
さ
れ
、
研
究
者
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
」
に
よ
る
。

（
26
）　

前
掲
注
9
「
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所 

令
和
四
年
度
事
業
計
画
」
七
～
八
頁
に
よ
る
。

（
27
）　

前
掲
注
9
「
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所 

令
和
四
年
度
事
業
計
画
」
八
～
九
頁
に
よ
る
。

（
28
）　

附
属
図
書
館
の
紹
介
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.okuraken.or.jp/library/about/

、
二
〇
二
二
年
一
二
月
一
日
最
終
閲
覧
）
の
「
や

さ
し
く
読
め
る
心
の
本
コ
ー
ナ
ー
」
に
よ
る
。

（
29
）　

一
九
九
一
年
一
一
月
一
日
に
横
浜
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。『
横
浜
市
報
』
第
一
〇
二
号
（
横
浜
市
役
所
、
一
九
九
一
年
一
一
月
）
に

よ
る
。

（
30
）　
「
地
域
の
情
報
ハ
ブ
と
し
て
の
図
書
館
（
課
題
解
決
型
の
図
書
館
を
目
指
し
て
）」（
図
書
館
を
ハ
ブ
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
在
り
方
に
関
す
る
研

究
会
、
二
〇
〇
五
年
一
月
）（https://w

w
w

.m
ext.go.jp/a_m

enu/shougai/tosho/houkoku/05091401.htm

、
二
〇
二
二
年
一
二
月
一
日

最
終
閲
覧
）。

（
31
）　

前
掲
注
30
「
地
域
の
情
報
ハ
ブ
と
し
て
の
図
書
館
」
の
「
は
じ
め
に
」
よ
り
引
用
。

（
32
）　

前
掲
注
30
「
地
域
の
情
報
ハ
ブ
と
し
て
の
図
書
館
」
の
「
要
約
」
よ
り
引
用
。

（
33
）　

前
掲
注
32
に
同
じ
。

（
34
）　

前
掲
注
32
に
同
じ
。

（
35
）　

前
掲
注
32
に
同
じ
。

（
36
）　

研
究
所
沿
革
史
資
料
五
三
四
二
─
〇
〇
二
、
一
九
三
四
年
。

（
37
）　

研
究
所
沿
革
史
資
料
七
一
三
〇
、
一
九
二
九
年
三
月
。

（
38
）　

研
究
所
沿
革
史
資
料
一
四
三
三
、
一
九
二
八
年
四
月
。

（
39
）　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
「
大
倉
邦
彦
の
社
会
貢
献
と
そ
の
理
念
─
新
出
資
料
の
翻
刻
紹
介
─
」（『
大
倉
山
論
集
第
』
六
十
五
輯
、
公
益
財
団
法
人

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
九
年
三
月
）。

（
40
）　

猪
谷
千
香
『
つ
な
が
る
図
書
館
─
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
を
め
ざ
す
試
み
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
四
年
一
月
）
の
第
三
章
に
よ
る
。
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（
41
）　
「
二
〇
一
四
年
度
（
平
成
二
六
年
度
）
公
立
図
書
館
に
お
け
る
課
題
解
決
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
実
態
調
査
報
告
書
」（
全
国
公
共
図
書
館
協
議
会
、

二
〇
一
五
年
三
月
）（https://w

w
w

.library.m
etro.tokyo.lg.jp/pdf/zenkouto/pdf/2014chap00.pdf

、
二
〇
二
二
年
一
二
月
六
日
最
終
閲

覧
）
に
よ
る
。

（
42
）　

具
体
的
に
は
、
前
掲
注
9
「
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所 

令
和
四
年
度
事
業
計
画
」
二
頁
記
載
の
「
世
の
た
め
に
田
を
耕
す
─
実
業
家

の
教
育
・
福
祉
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
大
倉
山
講
演
会
」（
二
〇
二
二
年
一
二
月
時
点
で
、
四
回
中
三
回
実
施
）
や
論
文
の
特
集
「
特
集 

実

業
家
の
社
会
貢
献
と
そ
の
理
念
」（『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
三
輯
、
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
43
）　
『
わ
が
ま
ち
港
北
』（
二
〇
〇
九
年
七
月
）、『
わ
が
ま
ち
港
北
２
』（
二
〇
一
四
年
四
月
）、『
わ
が
ま
ち
港
北
３
』（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
）。
い
ず
れ

も
『
わ
が
ま
ち
港
北
』
出
版
グ
ル
ー
プ
発
行
。

（
44
）　

吉
井
潤
『
事
例
で
学
ぶ
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
概
論
』（
青
弓
社
、
二
〇
二
二
年
一
月
）
二
二
二
～
二
二
四
頁
。

（
45
）　

研
究
所
の
学
校
教
育
支
援
の
実
施
例
の
一
部
を
挙
げ
る
と
、
二
〇
一
九
年
七
月
横
浜
市
立
（
以
下
、
横
浜
市
立
を
省
略
）
新
羽
小
学
校
の
「
土
曜
塾
」

へ
の
講
師
派
遣
（
テ
ー
マ
「
鶴
見
川
の
水
害
と
め
ぐ
み
」、
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
「
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
度
事
業
報
告
書
」

五
頁
参
照
）、
二
〇
一
八
年
六
月
大
綱
小
学
校
へ
の
大
倉
山
記
念
館
見
学
案
内
（
同
「
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
度
事
業
報
告
書
」
六
頁
参
照
）、

二
〇
一
九
年
一
月
太
尾
小
学
校
へ
の
講
師
派
遣
（
テ
ー
マ
「
大
倉
山
の
梅
ま
つ
り
に
つ
い
て
」、
同
「
同
上
」
五
頁
参
照
）
な
ど
が
あ
る
。

（
46
）　

文
部
科
学
省
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
九
年
告
示
）」
四
七
頁
。


